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　関西学院大学の図書館には、1868 年から70 年にか
けてミッシェル・レヴィ兄弟社から出版された、全 7 巻
の『シャルル・ボ ドーレール全集』が所蔵されている。
この全集は一巻毎にばらで売られていたこともあり、出
版当時、つまり19 世紀の装丁で全巻が揃っているもの
は、それほど多くないようである。美しい装丁を実際に
見ることは、文学研究を行う者にとっても貴重な経験と
なる。21 世紀に入り、あらゆる書籍の電子化が進み、
フランス国立図書館でもできる限りの図書や雑誌をイン
ターネット上で閲覧できるようにする政策が取られてい
る。しばらく前であれば、パリまで行かなければ読めな
かった資料が、自宅で読める便利な時代。しかも、一
旦ネットにアップされた後からは、フランス国立図書館
内でも本物に手を触れるには特別な許可が必要となって
しまった。そのために、席に座りパソコン上で電子化さ
れた資料を読むという倒錯さえ起きている。そうした中
でも、装丁は電子化されず、モノとしての書籍の感触や
視覚的な美を体験するためには、現物に触れるしかな
い。この体験はキンドルやグーグルブック、青空文庫で
は決して得ることができず、紙の本の価値を形成する一
つの大きな要素だといえる。『ボ ドーレール全集』を19
世紀の出版当時の装丁で、150 年前の読者と同じ感覚
で読める！　それがどんなに幸福な体験か容易に想像
がつくだろう。
　フランスで、古書は資料的な価値と同時に、コレクショ
ンの対象にもなっている。シャンティの博物館に併設さ
れた図書館は一般に公開されているが、そこで私たちが
目にするのは、美しい装丁を施された本たちが整然と並
ぶ美の世界。その空間に最初の一歩を踏み入れるとき、
誰もが思わず感嘆の声をあげる。貴族や大ブルジョワた
ちは自分たちの蔵書をこうして保存してきたのだし、現
在、市場に出回っている本は、遺産処分のためなどの
理由で売りに出されたものだという。
　ところで、美的な側面が、図書館の蔵書の価値を決
めるとは言えない。大学図書館の一つの戦略として、貴
重な書物を入手し、世界に名前を流通させるというもの
がある。例えば、慶應義塾大学は 1455 年頃にマインツ
で印刷されたとされる「グーテンベルク42 行聖書」をイ
ンキュナブラコレクションの一冊として所蔵している。私
　文学部教授　水野　尚
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の視点から見て、ボ ドーレール関係の出版物でこれに匹
敵するのは、『悪の華』初版（1857 年）の原稿にボ ドー
レールが徹底的な書き込みを入れたもの。1998 年 6 月
17 日にパリのドゥルオー競売所で売り立てがあった。同
日のカタログを見ると、他の本には全て予想価格が記さ
れているが、ボ ドーレ ルーのものだけは« Sur demande »
とある。値段が付けられない。こうした高額の書物は
しばしば裕福なコレクタ とー国立図書館で競り合いとな
る。コレクターが落札すると、しばらくの間は私的所有
物となり、死蔵されてしまう。しかし、幸いなことに、
このゲラ刷りはフランス国立図書館が競り落とし、貴
重図書室に収められることになった（請求番号 RESP-
YE-3006）。もし、ある大学図書館が世界に一部しかな
いこのボ ドーレールのゲラを所有しているとすれば、フ
ランスの文学研究や出版業界の中で大きな知名度を持
つことになっただろう。ちなみに、『悪の華』の初版本で、
N. アンセルへの献辞が記されたものが 2010 年に競売
にかかったおりには、当時のレ トーで 1 億円以上の価格
がついたことがわかっている。
　関西学院大学の図書館に所蔵されている『ボ ドーレー
ル全集』の初版 7 巻にそこまでの希少性はない。他方、
研究上、現在出版されている様 な々ボ ドーレール関係の
出版物からは見えてこない重要な側面を、こっそりと明
かしてくれる可能性はある。現在の研究のベ スーとなる
のは、ガリマール書店の「プレイアッド叢書」から出て
いる、クロ ドー・ピショワ教授編集の『ボ ドーレール全
集』（全 2 巻）。この版に収められた全ての作品を読めば、
過去の版にわざわざ目を通す必要などないという考えも
あるだろう。しかも、1821 年に生まれた詩人は 1867 年
8 月 31日に生を閉じていて、レヴィ出版の全集は、シャ
ルル・アスリノーがテオドール・バンヴィルの協力を得て
編集した死後出版なのである。つまり、ボ ドーレール自
身による編集ではなく、彼の意志がどの程度反映してい
るのか定かとは言えない。では、当該の 7 巻本の価値は、
自分の手で当時の装丁に触れる喜び以外、どこにある
のだろか。それを知るためには、ボ ドーレールの文学芸
術上の位置を知ることが必要となる。
　シャルル・ボ ドーレールはフランス最大の詩人と言って
もいいだろう。もちろん、芸術に対する判断基準は多様
であり、質的価値を一概に口にすることはできない。19
世紀だけ見ても、ヴィクトル・ユゴーがいる。アルチュール・
ランボーも、ステファン・マラルメもいる。ユゴーは『ノー
トルダム・ド・パリ』や『レ・ミゼラブル』といった散文
作品だけではなく、『オ ドーとバラ ドー』から『諸世紀の
伝説』等まで、様 な々技法を駆使して、フランス国民の
心を高揚させた。ボ ドーレールの後を受けたランボーは、
若く瑞 し々い詩句によって現実を粉々に粉砕し、現代の
フランスで最もメジャーな詩人の一人と見做されている。
言語実験を極限にまで推し進めたマラルメは、その難解
さにもかかわらず、否、その難解さがもたらす魔法的な
力によって、20 世紀の文学、とりわけ文学理論に大き
な影響を及ぼす存在となった。そうした中で、なぜあえ
てボ ドーレールを最大と言うのか。
　それは、詩や絵画を基礎付ける世界観が転換する中
で、彼こそがその転回点の中心に位置するからである。
19 世紀の半ば、ルネサンス以来続いてきた「現実を再
現する」芸術観が後退し、言葉や絵画そのものから新
たな世界が湧き上がる新しい世界観が誕生する。美術
批評家として活動の第一歩を踏み出し、アメリカの作家
エドガー・ポーの翻訳を手がけながら、芸術中心主義
的な創作理論を深化させたボ ドーレールは、韻文詩の
彫琢を続けながら、新しい詩の形体として散文詩を洗
『悪の華』初版（1857 年）のゲラ刷りにボ ドーレールが直筆で書き込んだ
箇所を掲載した古書カタログ
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練させた。作品の対象を、古代ギリシア・ローマの神話
や英雄譚、キリスト教の伝統的な形象ではなく、自分た
ちの生きる19 世紀の社会現象にすることは、ユゴーが
ロマン主義美学として提唱したし、オノレ・ド・バルザッ
クの『人間喜劇』などによってすでに実現されていた。
それに対してボ ドーレールは、過ぎ去る現実に永遠性を
見るという、一件矛盾した美学をモデルニテという言葉
で提唱した。
　モデルニテの美学は、芭蕉の「不易流行」に近いと
考えてもいいかもしれない。弟子の去来曰く、「不易を
知らざれば基立ちがたく、流行を知らざれば風新たなら
ず。」。もしボ ドーレールが 17 世紀日本の俳人の提唱し
た美学を知っていたら、どのように論じただろうか。ま
ことに興味はつきない。19 世紀後半、ヨーロッパにジャ
ポニスムの大流行が起こり、絵画の世界では浮世絵が
フランスの絵画にも深い影響を及ぼした。再現性の放棄
というエピステ メーの大転換において、日本の文物が一
定の役割を果たしたと考えても間違ってはいないだろう。
日本の事物が他者として、新しい世界観の一つのモデ
ルになったといえる。ボ ドーレールはその渦中にあり、
その流れを先導していた。
　ボ ドーレールの最初の出版物は『1845 年のサロン』。
翌年『1846 年のサロン』が続く。後者はボ ドーレール
の芸術観を知る上で非常に重要な作品であるが、当時、
さほど反響を巻き起こしたとはいえない。実際、次の美
術批評が出るまでに 10 年近く待たないといけなかった。
その間、雑誌には散発的にいくつかの韻文詩を発表し
ていたが、彼の評価は仲間内だけのものだった。1855年、
当時を代表する雑誌『両世界評論』（Revue des Deux 
Mondes）に 18 編の詩を「悪の華」の総題の下で発表
する機会を得た。しかし、良識派を代表する雑誌の編
集部は、最初のページの注の中で、新奇で反良識を地
で行く詩の内容に保留を付した。まだ彼の評価が定まっ
ていなかったことの証だといえる。ボ ドーレールが大き
な評価を初めて得たのは、エドガー・ポーのフランス語
訳によってである。1856 年と 1857 年と立て続けに『世
にも奇妙な物語』と『新・世にも奇妙な物語』を出版。
それぞれの訳書の最初に置かれた「エドガー・ポー　
生涯と作品」「エドガー・ポーに関する新しい覚書」は、
アメリカの作家の文学的な価値を決定づけるだけではな
く、ボ ドーレール自身の美学を深化させ、ロマン主義を
受け継ぎながらもそれを刷新する、新たな美の概念を広
めるために大きな役割を果たした。そして、1857 年、『悪
の華』初版の出版。
　よく知られているように、同じ年の初め、ギュスタ ブー・
フロベールの『ボヴァリー夫人』が、公衆、宗教道徳、
公序良俗に対する壊乱という罪状で裁判にかけられた。
フロベールはこの裁判で無罪を勝ち得るが、同じような
理由で裁判にかけられた『悪の華』の方は、有罪の宣
告を受ける。罰金 300 フランの他、100 の詩で構成さ
れた完璧な構造を持つ詩集のうちから、猥雑とされた
6 編の詩の削除が命じられたのだった。ボ ドーレールに
とって認めがたい判決。しかし、この裁判を通して、彼
の知名度は大きく上がった。実際、彼を形容する表現
は、「エドガ ・ーポーの翻訳者」から「『悪の華』の詩人」
へと変化した。さらに、それ以上に大きな展開がある。
『悪の華』第二版（1861）に向け、単に新しい詩を付け
加えるだけではなく、詩集全体の構造にも手を加えたの
だ。その中でも、モデルニテ美学を体現する詩 18 編を
集めた「パリ的絵画」（Tableaux parisiens）という章
を新設したことは、とりわけ重要な点。この改編と並行
して、散文詩を詩のジャンルとして成立させるところまで
『両世界評論』に掲載された「悪の華」
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持っていき、1862 年、『プレス』紙に 20 編を発表。そ
の日刊紙の文芸欄の編集長だったアルセ ヌー・ウセーに
向けて書かれた献辞は、散文詩というジャンルの確立
に大きな意味を持つこととなった。さらに『1859 年のサ
ロン』、発表は 1863 年だが、執筆は 59 年頃と考えられ
ている画家コンスタンタン・ギ スー論「現代生活の画家」、
61 年の音楽批評「リヒャルト・ワグナ とーパリの「タンホ
イザ 」ー」などが次 と々執筆された。詩作の実践と美学
理論の構築を通して、ロマン主義的ボ ドーレールから現
代的ボ ドーレールへと自らを変化させたといえるだろう。
　ミッシェル・レヴィ兄弟社版の『ボ ドーレール全集』は、
こうしたボ ドーレールの全体像を当時の読者たちに示し
た。最も顕著な点は、最後の 3 巻がポーの翻訳で占め
られている点。ボ ドーレールの仕事の中で訳業がいか
に大きな場所を占めているか、量的に感知させてくれる。
第一巻は『悪の華』。最初に詩人の肖像写真に基づいた
版画が置かれ、彼自身が私たちをボ ドーレールの宇宙
に導いてくれる。編者たちの手によって新たな詩も加え
られ、151 編が収録。表紙には「決定稿」と記される。
巻頭にはテオフィル・ゴーチエによる概説が置かれ、さ
らには 1857 年の裁判の際に詩集を擁護する論陣を張っ
た批評家たちの記事も再録。ボ ドーレールの詩人として
の評価の向上に大きな役割を果たした。第 2 巻には『美
学的好奇心』という題名で、美術批評の大半が収録さ
れている。第 3 巻は『ロマン主義芸術』。ドラクロワを
中心にした美術批評、同時代の文学者たちについて論
じた文学批評、ワグナー論、異教の跋扈を皮肉に論じ
た文明評等が集められている。第 4 巻は、散文詩集と、
麻薬や酒による陶酔に基づいて構築された美学論で構
成される『小散文詩　人工楽園』。ここでとりわけ注目
したいことは、ボ ドーレールの手で散文詩集が本の形
で出版されることはなかったため、1869 年の版が初版
と認定されていることである。ところが、アルセ ヌー・ウ
セーに向けた有名な献辞は、62 年の『プレス』紙に掲
載されたもので、もしボ ドーレールが存命であれば『全
集』で使われたかどうかはわからない。また、現在、『悪
の華』はボ ドーレールの手になる 61 年版が決定稿とし
て採用されるのに対して、『小散文詩』は死後出版の 69
年版が採用されている。こうした問題点を考え直すこと
で、ボ ドーレールに対する新たな視点が開けてくる可能
性があるだろう。
　1870 年代からボ ドーレールの影響力は圧倒的なもの
になる。ランボーは「見者の手紙」と呼ばれる1871 年
5 月15 日付けの手紙の中で、「ボードレールは最初の
見者、詩人たちの王、本当の神」と崇めた。その後、
1884 年には、ヴェルレ ヌーの『呪われた詩人たち』やユ
イスマンスの『さかしま』が出版され、ボ ドーレール礼
賛の論陣を張った。そうした中で、19 世紀後半の読者
たちが目にし手に取ったのは、多くの場合、ここまで紹
介してきた『ボ ドーレール全集』だったに違いない。そ
の版が関西学院大学の図書館に所蔵され、いつでも触
れることができるのは夢のようだし、学生にとっても研
究者である教員にとっても、この上ない喜びである。
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